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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下面側にソーラセルを備えるソーラセル付時計用文字板において、前記時計用文字板は
、下面にプリズム反射面を形成した透過性文字板と、該透過性文字板の下面側に設けた反
射型偏光板とからなることを特徴とするソーラセル付時計用文字板。
【請求項２】
　下面側にソーラセルを備えるソーラセル付時計用文字板において、前記時計用文字板は
、下面にプリズム反射面と上面に凹凸のパターン模様面とを形成した透過性文字板と、該
透過性文字板の下面側に設けた反射型偏光板とからなることを特徴とするソーラセル付時
計用文字板。
【請求項３】
　下面側にソーラセルを備えるソーラセル付時計用文字板において、前記時計用文字板は
、上面または下面の少なくとも一方の面に凹凸のパターン模様面を形成した透過性文字板
と、該透過性文字板の下面側に設けた反射型偏光板とからなることを特徴とするソーラセ
ル付時計用文字板。
【請求項４】
　前記透過性文字板の下面に形成したプリズム反射面は、サークル状又は渦巻き状のプリ
ズム反射面であることを特徴とする請求項１又は２に記載のソーラセル付時計用文字板。
【請求項５】
　前記透過性文字板の上面又は下面の少なくとも一方の面に透過膜又は第1の透過性着色
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膜を設けたことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１つに記載のソーラセル付時計用
文字板。
【請求項６】
　前記反射型偏光板の上面又は下面のいずれか一方の面に第２の透過性着色膜を設けたこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１つに記載のソーラセル付時計用文字板。
【請求項７】
　前記透過性文字板に設けた第1の透過性着色膜及び前記反射型偏光板に設けた第２の透
過性着色膜は白色膜であることを特徴とする請求項５又は６に記載のソーラセル付時計用
文字板。
【請求項８】
　前記透過性文字板に設けた透明膜又は第１の透過性着色膜の中にパール、貝、雲母、チ
タン金属、酸化珪素などの微小粉末が分散していることを特徴とする請求項５に記載のソ
ーラセル付時計用文字板。
【請求項９】
　前記請求項１乃至８のいずれか１つに記載のソーラセル付時計用文字板を用いた携帯時
計であって、前記反射型偏光板の反射光の作用により時計用文字板の表面が鮮明に視認さ
れることを特徴とする携帯時計。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、時計用文字板に関し、ソーラセル付時計用文字板、及びそれを備えた携帯時
計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソーラセル付時計用文字板は、受光した光を透過させてその下面側に配設したソーラセ
ル（太陽電池）に発電機能を起こさせる。ソーラセル付時計用文字板は光の透過性が要求
されることからプラスチック材が従来から多く使用されている。プラスチック材は光の透
過性が得られる他に、コスト的に安くできること、塗装や印刷などの装飾が容易に施すこ
とができること、などの利点があげられる。
【０００３】
　一般的に、携帯時計に用いられるソーラセルは、図１４の平面図に示すように、４等分
割された４面（Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４）に設けられていて、文字板の下面に配設される
。そして、文字板を透過した透過光が４面（Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４）のそれぞれに均一
量入射するのが最も発電効率を高める。このため、このソーラセルの上面側に配設される
文字板は、ソーラセルの４面（Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４）に対応する部分、即ち、１２－
６時ラインと９－３時ラインで４等分割した４面がそれぞれ均一量の光を透過するよう設
計することが必要とされている。
【０００４】
　近年では、このソーラセルの光電変換効率も非常に高いものが現れてきており、透過率
が１５％、或いは２０％でも十分携帯時計を駆動できるソーラセルが出てきている。また
、ソーラセルを小型にすることも可能となってきており、１０ｍｍ四方の大きさでも十分
に駆動できる発電量が得られるものが現れてきている。
【０００５】
　しかしながら、このソーラセルは独特の濃紫色を有している。また、４等分割したとこ
ろの十字線が材質の違いなどから非常に目立って見える。このために、美観的にも良い感
じを与えないことから、この濃紫色を和らげたり、或いは、見えないようにするために、
従来から文字板に色々な工夫を施してきた。その技術の一つとして下記の特許文献１に示
された技術がある。
【０００６】
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【特許文献１】特開平９－２４３７５９号公報
【０００７】
　図１５は、上記特許文献１に示された一実施例のソーラセル付時計用表示板構造の部分
拡大断面図を示したものである。これによれば、Ｂが表示板で、ソーラセル１１の上面に
表示板Ｂが一体的に設けられた構成に成っている。
【０００８】
　ここでの表示板Ｂは、表示基板１２と蓄光性蛍光体層１３と表面保護被膜層１４とから
構成されていて、その上に時字１５を設けたものからなっている。表示基板１２はアクリ
ル樹脂、ポリカーボネイト樹脂などの透明樹脂板からなっており、蓄光性蛍光体層１３は
透明樹脂よりなるバインダーに光拡散剤と着色付与・光拡散剤として機能する残光型の蓄
光性蛍光体とを混ぜ合わせた塗膜からなっている。ここでの光拡散剤としてはケイ酸粉末
，炭酸カルシウム粉末，燐酸カルシウム粉末などが用いられ、粒径５～１５μｍのものが
蓄光性蛍光体の粉末に対して３～１８重量％の範囲で混練されている。また、蓄光性蛍光
体は長残光性のものが用いられ、バインダー３５～６５重量部に対して１００重量部配合
されている。表面保護被膜層１４は蓄光性蛍光体の劣化を防止するために形成され、透明
なアクリル樹脂、ウレタン樹脂、エポキシ樹脂などの樹脂を用いて印刷などの方法で形成
している。また、時字１５は印刷や電鋳などで成形したものを接着剤で取付けして設けら
れる。
【０００９】
　上記の構成を取った効果として、光拡散剤と着色付与・光拡散剤として機能する残光型
の蓄光性蛍光体とでもってソーラセルからの反射光を蓄光性蛍光体でもって吸収したり、
光拡散剤でもって拡散・分散させるのでソーラセルの濃紫色を消し去り、ソーラセルの色
調が視認されることがないとされている。またこれによって、観者には蓄光性蛍光体の色
調（白色色調）が視認されるとされている。
【００１０】
　また、図１６に示すものは、上記特許文献１に示された他の実施例におけるソーラセル
付時計用表示板の部分断面拡大図である。ここでの表示板Ｂは、光拡散剤を含有した透明
樹脂からなる表示基板２２と表示基板２２の裏面に形成した反射層２３と表示基板２２の
表面２２ａに形成された微小な凹凸部２４とから構成されている。表示基板２２は、アク
リル樹脂やポリカーボネイトなどの透明樹脂に光拡散剤を０．５～１０重量％配合してペ
レット化して射出成形方法で形成している。光拡散剤としては粒径５～１５μｍのケイ酸
粉末，炭酸カルシウム粉末，燐酸カルシウム粉末などを用いている。また、微小な凹凸部
２４は成形時に金型から転写、機械加工や化学加工などで形成すれば良いとされている。
反射層２３は半透過反射機能を持った薄い膜層で、反射率の高い金属を用いて蒸着方法な
どで形成するとされている。
【００１１】
　そして、このような構成を取ることによって、上面からの入射光の一部が表示基板２２
と反射層２３を透過してソーラセルに入射する。一方、ソーラセルからの反射光は一部反
射層２３を透過するが表示基板２２の光拡散作用でソーラセルの濃紫色が消し去られると
されている。また、拡散剤と反射層２３が着色付与剤として機能することから乳白色色調
と反射層２３の色調とが混合して微妙な色合いが観者に認識されるとされている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、透明な表示基板の上に拡散剤と蓄光性蛍光体を分散した蓄光性蛍光体層
を設けた構成のものは、蛍光体による白色色調は呈するものの表示板表面が真白く明るく
なると云うものではなく、白さや鮮明さに十分満足できるものではなかった。また、表示
基板に拡散剤を分散し、表面に微小な凹凸を設け、基板の下面に反射層を設けた構成のも
のは、所要な透過率を確保する必要性から、形成する反射層の膜厚に限度があり、表示板
もほんの僅かに色づく程度で、表示板表面の明るさ、鮮明さに十分満足できるものではな
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かった。
【００１３】
　本発明は、上記の課題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、文字板の表
面を明るく鮮明にし、或いはまた、より白さを増して鮮明にし、或いはまた、色彩の度合
いを高めて外観的な美しさや価値観を高めることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の目的を達成するための手段として、本発明の請求項１に記載の発明は、　下面側
にソーラセルを備えるソーラセル付時計用文字板において、前記時計用文字板は、下面に
プリズム反射面を形成した透過性文字板と、該透過性文字板の下面側に設けた反射型偏光
板とからなることを特徴とするものである。
 
【００１５】
　また、本発明の請求項２に記載の発明は、　下面側にソーラセルを備えるソーラセル付
時計用文字板において、前記時計用文字板は、下面にプリズム反射面と上面に凹凸のパタ
ーン模様面とを形成した透過性文字板と、該透過性文字板の下面側に設けた反射型偏光板
とからなることを特徴とするものである。
 
【００１６】
　また、本発明の請求項３に記載の発明は、下面側にソーラセルを備えるソーラセル付時
計用文字板において、ソーラセル付時計用文字板を、上面又は下面の少なくとも一方の面
に凹凸のパターン模様面を形成した透過性文字板と、該透過性文字板の下面側に設けた反
射型偏光板とから構成したことを特徴とするものである。
【００１７】
　また、本発明の請求項４に記載の発明は、前記の請求項1又は２に記載のソーラセル付
時計用文字板であって、前記透過性文字板の下面に形成したプリズム反射面は、サークル
状又は渦巻き状のプリズム反射面であることを特徴とするものである。
　また、本発明の請求項５に記載の発明は、前記の請求項1乃至３のいずれか１つに記載
のソーラセル付時計用文字板であって、　前記透過性文字板の上面又は下面の少なくとも
一方の面に透過膜又は第1の透過性着色膜を設けたことを特徴とするものである。
 
【００１８】
　また、本発明の請求項６に記載の発明は、前記の請求項1乃至３のいずれか１つに記載
のソーラセル付時計用文字板であって、前記反射型偏光板の上面又は下面のいずれか一方
の面に第２の透過性着色膜を設けたことを特徴とするものである。
 
【００１９】
　また、本発明の請求項７に記載の発明は、前記の請求項５又は６に記載のソーラセル付
時計用文字板であって、前記透過性文字板に設けた第1の透過性着色膜及び前記反射型偏
光板に設けた第２の透過性着色膜は白色膜であることを特徴とするものである。
 
【００２０】
　また、本発明の請求項８に記載の発明は、前記の請求項５に記載のソーラセル付時計用
文字板であって、前記透過性文字板に設けた透明膜又は第１の透過性着色膜の中にパール
、貝、雲母、チタン金属、酸化珪素などの微小粉末が分散していることを特徴とするもの
である。
 
【００２１】
　また、本発明の請求項９に記載の発明は、前記の請求項1乃至８のいずれか１つに記載
のソーラセル付時計用文字板を用いた携帯時計であって、前記反射型偏光板の反射光の作
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用により時計用文字板の表面が鮮明に視認されることを特徴とするものである。
 
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の効果として、本発明の請求項１に記載の発明の下では、下面にプリズム反射面
を形成した透過性文字板を使用すると、プリズム面の下側からこの透過性文字板に入射し
た光はこのプリズム面によって屈折・分散し、光を散乱させる作用が生まれる。特に、プ
リズム面をサークル状や渦膜状の模様に形成すると光が四方に分散されるので散乱が著し
く起きる。また、反射型偏光板は、反射軸と透過容易軸を有していて、反射軸と平行な振
動面を持つ直線偏光成分は反射し、透過容易軸と平行な振動面を持つ直線偏光成分は透過
する。このため、反射型偏光板に入射した光は約５０％近くが透過し、また、約５０％近
くが反射する。しかも、この反射型偏光板からの反射色に銀色（シルバー色）や金色（ゴ
ールド色）などが有って、その明度も格段と高い。透過性文字板と反射型偏光板を透過し
た光はソーラセルに入射するが、反射型偏光板によって先ず入射光が半減する。更に、ソ
ーラセルに入射した光の内で吸収される光などがあってそこから反射される光の量は更に
少なくなる。更にまた、その少なくなった反射光の内、約５０％位しか反射型偏光板を透
過しないから透過性文字板側に戻ってくる光の量は非常に少なくなってくる。そして、そ
の透過性文字板側に戻ってきた少ない光量はプリズム面を介して散乱されるので殆どソー
ラセルの濃紫色は視認されない。そして、反射型偏光板から明度の高い反射光が得られる
ことから、文字板の表面が明るく鮮明になって視認される。特に、シルバー色が得られる
反射型偏光板を使用すると白さが尚一層増した状態が得られる。
【００２３】
　次に、本発明の請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明の透過性文字板に、上
面に凹凸のパターン模様を形成した発明である。透過性文字板の上面に凹凸のパターン模
様があることによって、文字板の装飾性が高められる。凹凸のパターン模様として、梨地
模様，格子模様，ストライプ模様，ピアジカット模様，編目模様などの種々の模様が選択
できるのでデザインバリエーションを豊富に取ることができる。更に、この凹凸の模様に
よって光を分散させる作用が生れるので、ソーラセルの色調を消し去る効果を助長する。
【００２４】
　次に、本発明の請求項３に記載の発明の下では、凹凸のパターン模様によって文字板の
装飾性が高める。また、凹凸のパターン模様によってソーラセルからの反射光が散乱され
るので、ソーラセルの色調が消し去られて視認されなくなる。
【００２５】
　次に、請求項４に記載の第１の透過性着色膜を設ける発明と請求項５に記載の第２の透
過性着色膜を設ける発明は文字板に着色を施す発明である。この透過性着色膜を設けるこ
とによって文字板に色付けがされて文字板の装飾性が高められる。また、色調は色々な組
み合わせが可能である。特に、請求項６に記載の如く、双方白色で統一すると白さが際だ
って白くなる。また、請求項５に記載の透明膜を設ける発明は文字板に保護膜を設けるも
ので、凹凸のパターン模様の保護などの効果を生む。
【００２６】
　また、請求項７に記載の発明の下では、入射光や反射型偏光板の反射光などによってパ
ール、貝、雲母、チタン金属、酸化珪素などの微小粉末が光輝材となってキラキラと光り
、装飾性が高まると共に高級感も現れてくる。
【００２７】
　そして、請求項１～請求項７に記載の発明の文字板を用いた携帯時計にあっては、反射
型偏光板からの明度の高い反射光が得られることによって文字板の表面が明るく鮮明にな
り、また、各種の凹凸のパターン模様や各種の色付けなどによって装飾性が豊かになる。
従来の携帯時計で得られなかったものが得られるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
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　以下、本発明の最良の実施形態を図１～図１３を用いて説明する。先ずここで図の説明
をする。図１は本発明の携帯時計の平面図であり、図２は図１における要部断面図を示し
ている。また、図３は本発明の第１実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面
図を示している。また、図４は図３における反射型偏光板の説明図で、図５は図３におけ
る反射型偏光板の作用を説明する説明図である。図６は本発明の第２実施形態に係るソー
ラセル付時計用文字板の要部断面図、図７は本発明の第３実施形態に係るソーラセル付時
計用文字板の要部断面図、図８は本発明の第４実施形態に係るソーラセル付時計用文字板
の要部断面図、図９は本発明の第５実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面
図、図１０は本発明の第６実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図、図１
１は本発明の第７実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図、図１２は本発
明の第８実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図、図１３は本発明の第９
実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図を示している。
【００２９】
　図１、図２より、発明の携帯時計３０は、ケース３１内に中枠３７を介して透過性文字
板４１、反射型偏光板４５、ムーブメント３８、ムーブメント３８上に一体的に設けられ
たソーラセル３９が配設されている。ムーブメント３８には指針軸が透過性表示板４１の
上面側にまで突出しており、その先端に長針、短針の指針３４が取付けられている。そし
て、それらを覆うようにしてカバーガラス３２がケース３１に固定されている。また、裏
面側には裏蓋３６が固定され、ケース３１の嵌又部分にバンド３３が取付いている。また
、ケース３１の側面にはリューズ３５が取付いている。また、透過性文字板４１には所定
の位置に時字４９が設けられており、透過性文字板４１の下面側に反射型偏光板４５が配
設され、更に、この反射型偏光板４５の下にソーラセル３９が配置される構造になってい
る。そして、時字４９が設けられた透過性文字板４１と反射型偏光板４５とでソーラセル
付時計用文字板４０（以降、時計用文字板と呼ぶことにする）を構成している。
【００３０】
　図３は本発明の第１実施形態に係る時計用文字板の要部断面図を示したもので、携帯時
計３０に取付けられ時計用文字板４０を指しているものである。この時計用文字板４０は
、上面に第１の透過性着色膜４２を設けた透過性文字板４１と反射型偏光板４５とからな
っている。尚、時字は透過性着色膜４２の上に取付けられるが、この図では省略してある
。また、以降の実施形態の説明においても時字は省略して説明する。
【００３１】
　透過性文字板４１は透明なポリカーボネイト樹脂やアクリル樹脂などから形成され、そ
の下面にはプリズム反射面４１ａが形成されている。また、上面には第１の透過性着色膜
４２が設けられている。透過性文字板４１は射出成形で成形するが、その時、プリズム反
射面４１ａも金型から転写して同時に成形する。このプリズム反射面４１ａは三角形のプ
リズム形状をなしており、サークル模様状または渦巻き模様状に形成する。三角形の角度
は、凹部、凸部共に７５～１００度の範囲内に形成している。また、高さは１５～１００
μｍ、ピッチは略１５０μｍ位に形成している。この高さやピッチは金型の加工が容易で
且つ目に見えない程度の寸法に形成するのが好ましい。第１の透過性着色膜４２は、本実
施形態では白色顔料を樹脂に混ぜ合わせ印刷方法で形成している。白色顔料を用いている
理由は時計用文字板４０に白さを出すためで、膜厚を厚くすると白さは出るが透過率が悪
くなる。従って、約７～１０μｍ程度の薄い膜厚にしてこれによる透過率が約１０％程度
ダウンする位にしている。他の色調を出したい場合は他の顔料を用いる。また、蒸着方法
で非常に薄い金属膜を形成しても良く、求める色調に応じて適宜選択するのが好ましい。
【００３２】
　反射型偏光板４５は、図４に示すように、反射軸Ｎと透過容易軸Ｍを有していて、反射
軸Ｎと平行な振動面を持つ直線偏光成分は反射し、透過容易軸Ｍと平行な振動面を持つ直
線偏光成分は透過する特性を持っている。また、約５０％の光を透過し、約５０％の光を
反射する特性を持っている。本実施形態では、住友３Ｍ社製の商品名ＤＢＥＦを用い、光
沢のある銀色（シルバー色）を呈する強い反射光を得ている。そして、この銀色の反射光
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と第１の半透過着色膜４２の白色とが混ざり合って更なる白さを出現させている。また更
に、この強い反射光により表面が明るくなり、白さに鮮明さを出現させている。この反射
型偏光板４５には銀色の他に金色を呈する反射光が得られるものもあり、デザインなどに
応じて適宜選択すると良い。
【００３３】
　次に、反射型偏光板４５の作用について図５を用いて説明する。透過性文字板４１に入
射した光Ｐ１は第１の半透過着色膜４２を設けた透過性文字板４１内で屈折を繰り返して
透過性文字板４１を透過し、反射型偏光板４５に入射する。ここで、透過性文字板４１に
入射した光が全て透過するわけではなく、一部の光はプリズム反射面４１ａで反射されて
再び透過性文字板４１内を透過して外に放射される。反射型偏光板４５に入射した光で、
反射型偏光板４５の反射軸と平行な振動面を持つ直線偏光成分の光ｎ１は反射型偏光板４
５から反射されて、反射光Ｐ２となって外に放射される。反射型偏光板４５の透過容易軸
と平行な振動面を持つ直線偏光成分の光ｍ１は反射型偏光板４５を透過してソーラセル３
９に入射する。ソーラセル３９に入射した光は、そこで吸収される光と、そこから反射さ
れる光とに分けられる。ソーラセル３９から反射される光は、その内の反射型偏光板４５
の透過容易軸と平行な振動面を持つ直線偏光成分の光ｍ２は反射型偏光板４５を透過して
透過性文字板４１に入射する。そして、屈折を繰り返して反射光Ｐ３となって外に放射さ
れる。一方、反射型偏光板４５の反射軸と平行な振動面を持つ直線偏光成分の光ｎ２は反
射型偏光板４５から反射されてソーラセル３９側に戻ってくる。このことによって、透過
性文字板４１に入射した光で、ソーラセル３９から反射されて透過性文字板４１に戻って
くる光の量は非常に少なくなる。更に、透過性文字板４１のプリズム反射面４１ａで反射
される光やソーラセル３９からの反射光でプリズム反射面４１ａを透過する光は、プリズ
ム反射面４１ａがサークル状や渦巻き状に形成されているので一様な方向への反射になら
ず、四方に分散・散乱した状態の反射光になって外に放射される。ソーラセル３９からの
反射光が少なくなること、プリズム反射面４１ａの作用で散乱が生じることなどによって
ソーラセル３９の濃紫色色調は完全に消し去られて全く視認されなくなる。
【００３４】
　以上述べたように、時計用文字板を上記のような構成にすることによって、ソーラセル
の色調を完全に消し去ると共に時計用文字板の表面を鮮明にさせる。本実施形態では白さ
が一層増し、そして、鮮明に視認されることから文字板としての綺麗さと高級感をかもし
だす。
【００３５】
　次に、本発明の第２実施形態に係る時計用文字板を図６を用いて説明する。この時計用
文字板５０は、上面に第１の透過性着色膜５２を設け、更に、透明膜５３を設けた透過性
文字板５１と、下面側に配設した反射型偏光板５５とで構成している。本実施形態での反
射型偏光板５５は光沢のある金色の反射光が得られる反射型偏光板を使用しており、光の
透過と反射の作用は前述の第１実施形態で説明したのと全く同じ作用を持っている。また
、透過性文字板５１は透明なポリカーボネイト樹脂から出来ており、下面にサークル状又
は渦巻き状のプリズム反射面５１ａ、上面に凹凸のある格子状のパターン模様５１ｂが形
成されている。何れも射出成形で金型から転写して形成している。尚、ここでのプリズム
反射面５１aは前述の第１実施形態のプリズム反射面４１ａと全く同一形状に仕上げてい
る。第１の透過性着色膜５２は銅金属粉を透明なウレタン樹脂に混ぜ合わせてインク化し
、印刷方法で形成している。そして、反射型偏光板５５の反射光と透過性着色膜５２との
色とで全体的に金色色調が現れるように仕上げている。透明膜５３は保護のために設けて
いるもので、透明なウレタン樹脂などを印刷して形成する。そして、表面を平滑面に仕上
げている。
【００３６】
　格子状のパターン模様５１ｂは、凹部の深さや幅、凸部の幅などは目に視認できる程度
の大きさに形成してあり、上面側からははっきりと模様が視認できる。また、このパター
ン模様５１ｂは下からの反射光を屈折させて散乱させる働きもなす。以上のような構成を
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取ることによって、反射型偏光板５５の強い反射光により格子模様と金色色調が明るく鮮
明に視認されてくる。そして、貴金属感を感じさせて高級感をかもし出す。そして、ここ
においてはソーラセルの色調は全く消し去られて視認することはできない。
【００３７】
　本実施形態のパターン模様５１ｂは格子状に形成しているが、凹凸のある他のパターン
模様でも構わない。例えば、梨地模様，ストライプ模様，ピアジカット模様，幾何学模様
，編目模様など色々な模様が選択できる。それぞれ求めるデザインに応じて選択すると良
い。
【００３８】
　次に、本発明の第３実施形態に係る時計用文字板を図７を用いて説明する。図７より、
この時計用文字板６０は、上面に第１の透過性着色膜６２を設けた透過性文字板６１と、
上面に第２の透過性着色膜６６を設けた反射型偏光板６５とで構成している。ここでの透
過性文字板６１は下面にプリズム反射面６１ａを形成しているが、この透過性文字板６１
と、上面に設けた第１の透過性着色膜６２は前述の第１実施形態のものと全く同じ仕様で
形成している。また、反射型偏光板６５も前述の第１実施形態で用いた光沢のある銀色の
反射光が得られる反射型偏光板と同じ反射型偏光板を使用している。
【００３９】
　反射型偏光板６５の上面に設ける第２の透過性着色膜６６は、本実施形態では白色顔料
を含有した樹脂をインク化し、印刷で７～１０μｍの厚さに形成しており、透過性文字板
６１の上面に設けた白色の第１の透過性着色膜６２と全く同じ仕様で形成している。
【００４０】
　本実施形態の時計用文字板６０は前述の第１実施形態の時計用文字板４０より更に一層
白さが増した文字板になる。反射型偏光板６５の反射光が呈する銀色と第２の透過性着色
膜６６の白色とが混ざり合って白色化が進み、更に、それが透過性文字板６１上の第１の
透過性着色膜６２の白色と混ざり合って濃い白色が得られる。本実施形態の時計用文字板
６０は透過性着色膜が２層になって重なり合っている。従って、その分透過率も低下する
。最近のソーラセルに、光電変換効率の向上により、透過率が１５％で十分な発電量が得
られるものが現れている。必要とする透過率が十分得られる程度に透過性着色膜の透過率
を設定すれば良く、その設定透過率に応じて配合顔料の分量や形成膜厚などを設定すると
良い。本実施形態の時計用文字板は真白さが濃く、そして明るく現れた文字板になってい
る。この真白さの現れた文字板の表面に時字などを含む指標やマーク、更には装飾の模様
などを施すと、それが非常に鮮明に視認される。そして、文字板としての明るさと綺麗さ
が現れてくる。
【００４１】
　次に、本発明の第４実施形態に係る時計用文字板を図８を用いて説明する。図８より、
この時計用文字板７０は、上面に第１の透過性着色膜７２を設け、下面にプリズム反射面
７１ａを形成したた透過性文字板７１と、下面に第２の透過性着色膜７６を設けた反射型
偏光板７５とで構成している。ここでの透過性文字板７１と、上面に設けた第１の透過性
着色膜７２は前述の第１実施形態のものと全く同じ仕様で形成している。また、反射型偏
光板７５も前述の第１形態で用いた光沢のある銀色の反射光が得られる反射型偏光板と同
じものを使用している。
【００４２】
　反射型偏光板７５の下面に設けた第２の透過性着色膜７６はソーラセルからの反射され
る色調を和らげるために設けている。これによって透過率が少し低下するが、必要とする
透過率に支障のない程度に着色度合いを設定すれば良い。第２の透過性着色膜７６の色と
しては、本実施形態では白色色調に仕上げている。この白色によって濃紫色が薄められ、
濃紫色が和らげられる。ソーラセルの濃紫色を薄める色としては白色の他に黄色系統色を
用いるのも効果的である。
【００４３】
　次に、本発明の第５実施形態に係る時計用文字板を図９を用いて説明する。図９より、
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この時計用文字板８０は、上面側に第１の透過性着色膜８２を設けた透過性文字板８１と
、この透過性文字板８１の下面側に設けた反射型偏光板８５とから構成される。本実施形
態での反射型偏光板８５は第１実施形態で用いた反射型偏光板と同じものを用いており、
銀色の反射色が得られるものを用いている。透過性文字板８１はその上面に凹凸のある梨
地模様８１ｂが形成されていて、樹脂成形時に金型からの転写して成形している。梨地模
様８１ｂの上に設けた第１の透過性着色膜８２は、これも第１実施形態の第１の透過性着
色膜と同じ仕様のもので形成している。
【００４４】
　上記の構成を取る時計用文字板８０は、銀色が強く現れて、しかも、光の当たり方によ
って梨地部分の凸部の所が、ちょうど砂地が太陽光線を受けてキラキラと光る如く、キラ
キラと光る現象が現れる。外観的に貴金属感が現れ、更に、キラキラとした輝きによって
光輝感も現れる。
【００４５】
　次に、本発明の第６実施形態に係る時計用文字板を図１０を用いて説明する。この時計
用文字板９０は、下面に第１の透過性着色膜９２を設けた透過性文字板９１と反射型偏光
板９５とから構成されている。透過性文字板９１の上面には一様に梨地模様９１ｂが形成
されている。ここでの反射型偏光板９５は、前述の第１実施形態で用いたものと同じ、銀
色の反射色を呈するものを使用している。透過性文字板９１の下面に設けた第１の透過性
着色膜９２は白色顔料を７重量％混ぜ合わせて７μｍ前後の厚みに印刷して形成した印刷
膜で、透過性着色膜９２自体の透過率が略７０％位になっている。今までの実施形態で用
いてきた透過性着色膜の透過率よりも約３倍位透過率が低くなっている。
【００４６】
　このような構成を取ると、銀色の色調は薄れてより白色に近い明るい梨地色調が得られ
る。また、前述の第５実施形態で現れたキラキラとした光輝感は現れなくなる。また、ソ
ーラセルの色調も全く消し去られて視認されない。
【００４７】
　次に、本発明の第７実施形態に係る時計用文字板を図１１を用いて説明する。図１１よ
り、この時計用文字板１００は、上面側に透明膜１０３と下面に第１の透過性着色膜１０
２とを設けた透過性文字板１０１と、上面に第２の透過性着色膜１０６を設けた反射型偏
光板１０５とで構成されている。また、透過性文字板１０１の上面には一様に梨地模様１
０１ｂが形成されており、透明膜１０３はこの梨地模様１０１ｂの上面に設けられている
。この透明膜１０３は前述の第２実施形態の透明膜と同じ仕様で形成している。透過性文
字板１０１の下面に設けた第１の透過性着色膜１０２は、それ自体の透過率が９０％位に
なるように白色顔料を混ぜ合わせて７～１０μｍの厚みに形成している。反射型偏光板１
０５は、前述の第２実施形態で用いた反射型偏光板と同じ、反射光から光沢のある金色の
色調が得られる反射型偏光板を用いている。また、この反射型偏光板１０５の上面に設け
た第２の透過性着色膜１０６は、透過性文字板１０１の下面に設けた第１の透過性着色膜
１０２と全く同じ仕様で形成していて、白色色調を持っている。
【００４８】
　第１の透過性着色膜１０２と第２の透過性着色膜１０６を白色色調の塗膜にしたのは反
射型偏光板１０５から得られる光沢のある金色を薄めるために用いたものである。金色が
かなり薄められて、薄い黄色の色調を持った文字板が得られる。透明膜１０３は保護膜と
して設けてあり、キズなどからの梨地模様の損傷防止を行っている。
【００４９】
　上記の構成を取ることによって、僅かに薄く黄色味がかった色調での明るい文字板表面
が得られ、更に、その表面も梨地の作用で落ち着いた雰囲気の現れる文字板表面が得られ
る。
【００５０】
　第１の透過性着色膜１０２と第２の透過性着色膜１０６の色の組み合わせによって色々
な色調を出すことができる。反射型偏光板１０５から発する金色色調そのものを出したい
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ときは、第１の透過性着色膜１０２及び第２の透過性着色膜１０６に銅金属粉などを配合
した塗膜にすることによって金色色調が保たれ、そして、光沢のない落ち着きのある金色
文字板が得られる。これは、金属文字板の梨地の上に金メッキを施したものと殆ど遜色の
ない金属調文字板になる。
【００５１】
　次に、本発明の第８実施形態に係る時計用文字板を図１２を用いて説明する。図１２よ
り、この時計用文字板１１０は、上面に光輝材１１３ｂの入った透明膜１１３と下面側に
第１の透過性着色膜１１２を設けた透過性文字板１１１と、下面に第２の透過性着色膜１
１６を設けた反射型偏光板１１５とから構成されている。透過性文字板１１１の下面には
凹凸のした梨地模様１１１ｂが一様に形成されていて、その上に第１の透過性着色膜１１
２が設けられている。この梨地模様１１１ｂは金型から転写して形成するが、本実施形態
では、梨地模様としては少し粗目の模様を取っている。金型に梨地模様を形成する場合、
一般的に、砂などを高圧力で吹きかけるサンドブラスト法を取るが、砂の粒径が大きいも
のを用いることによって粗目の梨地模様ができあがる。第１の透過性着色膜１１２は、前
述の第１実施形態の第１の透過性着色膜と全く同じ仕様のもので白色色調に形成している
。透過膜１１３には光輝材１１３ｂが混ぜ合わせてある。本実施形態で用いた光輝材１１
３ｂは白蝶貝の粉末を用いている。ソーラセルの発電機能に影響しない透過率の下でその
分量を設定している。光輝材１１３ｂとしては、他にパール、雲母、チタン金属、酸化珪
素などの粉末が選択できる。特に、酸化珪素などは透明体であるので一見した所では入っ
ていることが分からない。反射型偏光板１１５は、前述の第１実施形態の反射型偏光板と
同じもので、銀色色調が現れるものを使用している。この反射型偏光板１１５の下面に設
けた第２の透過性着色膜１１６はソーラセルの色調を和らげるために設けている。第２の
透過性着色膜１１６の色は、前述の第４実施形態と同じ、白色色調で仕上げている。
【００５２】
　このような構成をとることによって、貝独特の光輝感が現れた文字板が得られる。透明
膜１１３に入射した光の内で、直接貝から反射してくる光、或いは、反射型偏光板１１５
から反射して、透過性着色膜１１２や梨地模様１１１ｂを経由してくる中で白色化した反
射光が貝に当たって放射する光などから貝独特の綺麗な光輝感が視認できるようになる。
反射型偏光板１１５からの強い反射光が少しでも直接的に貝に当たるように梨地模様の面
の粗さを粗く取っている。このようにすることによって、強い反射光が貝に当たるものが
出てきて光輝感を発する貝の数が増えてくる。そして、明るく鮮明になった数多くの貝の
光輝感が視認されるようになる。更にまた、透明膜１１３に混ぜ合わせた貝に隙間などが
あると、その隙間から梨地模様１１１ｂが視認されて模様に奥深さが現れてきたり、貝に
立体感が現れてきたりする。本実施形態では透明膜に光輝材を分散させたが、この透明膜
に代えて第１の透過性着色膜を上面側に設け、この第１の透過性着色膜に光輝材を分散さ
せることも可能である。しかしこの場合は多少光輝感が薄れる。
【００５３】
　次に、本発明の第９実施形態に係る時計用文字板を図１３を用いて説明する。この実施
形態では使用するソーラセルは小型のものを使用している。図１３より、この時計用文字
板１２０は、下面側に第１の透過性着色膜１２２と透過性が殆どない着色膜１２４とを設
けた透過性文字板１２１と、反射型偏光板１２５とから構成している。また、透過性文字
板１２１の下面には梨地模様１２１ｂが一様に形成されており、第１の透過性着色膜１２
２と透過性が殆どない着色膜１２４は梨地模様１２１ｂの上に設けられている。ここで、
本実施形態では、透過性が殆どない着色膜１２４はアルミ金属を蒸着して形成したもので
、文字板の外周域に一周に渡ってリング状に設けてある。そして、このリング状の着色膜
１２４から外れた内側部分から光を採光し、その下部に外径が１０ｍｍ四方の小型のソー
ラセルを配設した構造を取っている。透過性文字板１２１の下面に設けた第１の透過性着
色膜１２２は銅金属粉などを配合した塗膜から形成している。それ自体の透過率が８０～
９０％程度になるように僅か銅金属粉を配合したもので、非常に薄く金色系の色調が現れ
る程度のものである。また、透過性文字板１２１の下面に形成された梨地模様１２１ｂは
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、前述の第５実施形態～第７実施形態での梨地模様と同じ目の細かい粗さの梨地模様にな
っている。反射型偏光板１２５は、前述の第２実施形態で用いた反射型偏光板と同じ、反
射光から光沢のある金色の色調が得られる反射型偏光板を用いている。
【００５４】
　上記の構成を取る時計用文字板１２０は、アルミ金属の蒸着膜で形成した透過性が殆ど
ない着色膜１２４の部分は白色色調の金属色が視認され、その内側部分は光沢のない金色
色調が視認される。細かい目の梨地模様１２１ｂによって反射型偏光板１２５からの強い
反射光がかき消されて光沢のないものに変化する。時計用文字板１２０全体が白色と金色
との色調でまとめられて、落ち着きのでた明るい文字板になる。また、白色色調の着色膜
１２４を設けた部分の透過性文字板１２１の上面側は時字が設けられる場所になっている
。金色色調の金属時字などを貼付けすると時字が鮮明に視認できるようになる。本実施形
態の構成を取ると、色調が異なる金属色を２種、文字板表面に出現させることができる。
ソーラセルの発電機能に影響が出ない程度の透過率の下で、色調の異なる金属蒸着膜を２
種、３種と形成することは可能である。そして、複数の金属色が得られる文字板表面にす
ることができる。また、透過性が殆どない着色膜１２４として金属蒸着膜に限定するもの
ではなく、印刷膜であっても良いものである。
【００５５】
　以上、第１実施形態～第９実施形態に渡って時計用文字板の構成を詳細に説明した。説
明の中では省略してきたが、これらの文字板の上面側には時字やマークなどが設けられて
完成した時計用文字板として仕上げられるものである。
【００５６】
　また、何れの実施形態も透過性文字板と反射型偏光板との間に隙間を設けたもので説明
を行った。透過性文字板と反射型偏光板とを貼合せたときに光の干渉縞が現れないものは
一体化して用いることができよう。
【００５７】
　以上詳細に説明したように、透過性文字板の下面に反射型偏光板を配設し、そして、透
過性文字板や反射型偏光板に色々な色合いを持った透過性着色膜を設けて、それらを組み
合わせすることによって色々な色調を持った文字板に仕上げることができる。そして、そ
こにおいては、文字板表面が色々な色調を持って非常に明るく鮮明に視認されてくる。ま
た、透過性文字板に凹凸のあるパターン模様を設けると装飾性が高まり、色調と組み合わ
せて色々なデザインバリエーションを増やすことができる。
【００５８】
　そして、この時計用文字板をソーラセル付の携帯時計に取付けることによって、文字板
表面が明るく鮮明に視認できる携帯時計が得られる。従来のソーラセル付携帯時計は、ど
ちらかと云うと、文字板表面には明るさがなく暗いものとなっていた。しかしながら、本
発明の文字板を使用すると明るく鮮明な文字板表面が得られて、視認性が向上すると共に
、外観的な綺麗さや外観的な価値観も非常に高められる。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　以上、携帯時計について説明したが、産業上の利用可能性としては、ソーラセルを使っ
た卓上計算機などにも利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の携帯時計の平面図である。
【図２】図１における要部断面図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図である。
【図４】図３における反射型偏光板の説明図である。
【図５】図３における反射型偏光板の作用を説明する説明図である。
【図６】本発明の第２実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図である。
【図７】本発明の第３実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図である。
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【図８】本発明の第４実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図である。
【図９】本発明の第５実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図である。
【図１０】本発明の第６実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図である。
【図１１】本発明の第７実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図である。
【図１２】本発明の第８実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図である。
【図１３】本発明の第９実施形態に係るソーラセル付時計用文字板の要部断面図である。
【図１４】ソーラセルの平面図である。
【図１５】特許文献１に示された実施例におけるソーラセル付時計用表示板構造の部分拡
大断面図である。
【図１６】特許文献１に示された他の実施例におけるソーラセル付時計用表示板の部分断
面拡大図である。
【符号の説明】
【００６１】
　３０　　携帯時計
　３１　　ケース
　３２　　カバーガラス
　 ３３　　バンド
　 ３４　　指針
　 ３５　　リューズ
　 ４０、５０、６０、７０、８０、９０、１００、１１０、１２０　　ソーラセル付時
計用文字板
　 ４１、５１、６１、７１、８１、９１、１０１、１１１、１２１　　透過性文字板
　 ４１ａ、５１ａ、６１ａ　　プリズム反射面
　 ４２、５２、６２、７２、８２、９２、１０２、１１２、１２２　　第１の透過性着
色膜
　 ４５、５５、６５、７５、８５、９５、１０５、１１５、１２５　　反射型偏光板
　 ５１ｂ、８１ｂ、９１ｂ、１０１ｂ、１１１ｂ、１２１ｂ　　　　　凹凸のパターン
模様面
　 ５３、１０３、１１３　　透明膜
　 ６６、７６、１０６、１１６　　第２の透過性着色膜
　 １２４　　透過性が殆どない着色膜
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